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噴火湾周辺海域におけるスケトウダラ成魚群の生活年周期ね

前田 JR~B .高橋豊美・上野元一

(1981年 3月 31日受理)

Annual 1ife period of the Adult Alaska pollack in the Adjacent Waters 

of the Funka Bay， Hokkaido*l 

Tatsu乱kiMAEDA，*2 Toyomi T A瓦AHASI王1*2and I¥在otokazuUENOね

Once a month from February 1974 to February 1975， adult Alaska pollack 

chalcogramma (PALLAS) were caught by bottom gill nets 剖 four縄 definitestations in the 
adj旦centwat巴rsof the Funka Bay， Hokkaido. The authors examined several biological factors 
of the Alaska pollack， density of the fish shoal， and distribution of th巴号ggs. As a the 

annual life cycle of the adult Alaska pollaむkfrom February 1974 to February 1975 was divided 

into four periods as follows. 

1) Spawning period， judging from the九，alueof gonad index and the maturatiol1 stag号。f

the adu1t Alaska pol1ack， was from December to March， and the peal王inthe periodτ九ras

December to February. 

2) Feeding period， judging from the value of f，己edingindex， percentage of問中tystomach 
乱ndthe value of liver index， was from May to October， and the peak was during 出1d

August. 

3) As t11e transitional periods， the terms from the end of spawning period to th号 beginning

of fe己dingperiod and from the end of feeding period to the beginning of spawning 

were assigned. The former was from the last of M乳rchto the last of April， and t11e laiter 

was from the last of October to the last of November. 

さきに9 スケトウ夕、、ラ Theragrachalcogrmnma 

(PALLAS)成魚群の宗餌期1)と産卵期2)の生態の一端に

ついて述べたがp 年間を通した生活様式については不明

な点が多い。そのためp 著者らはこの問題点を解明する

ために， 1974年から 1975年に詞査した結果に基づい

て3 外部環境である海況のと餌料プラントン心の月別変

化について検討した。

本報はそれらの外部環境と同一時期に Fig.1に示し

た地点で毎月 1回底刺網を、用いてスケトウダラのi魚、獲試

験を実施してj栗本を採集した。得られた標本については

生物測定をし魚群が[呆有している主物学的要因の把握

につとめた。また3 前報の外部環境と;魚群の宇物学的要

因の両面からスケトウ〆ラの生活期の区分を検討Lたの

で報告する O

本研究の報告に当たり?協力を頂いた北海道大学水産

学部調査船うしお丸乗組員の方々に対しヲまた， ;1票本

採集や資料整理に多大の労を願った大原正志フ宇佐美勝

美3 中尾j辛巳p 小野秀悦の諸君に対して，哀心より厚く

御礼申し上げる。

材料および実験方法

1974年2月から 1975年2月に至る期間に毎月 l回

(10月を除く)Fig. 1に示した水深 400m 2)， 300 

m (8t. 3)， 350 m (S1. 31)， 200 m (St. 4)および 100

m (St. 5) の定点でスケトウダラ成魚、を対象とした底~~ij

相 5~10 反を約 l 昼夜海底に設置して漁獲試験を行いp

標本採集をした。 T乱iコle1はそれらの 1反当たり漁獲

尾数 (CPUE)を示したものであるが， St. 3と St.3' 

が距離的に近く 9 かつ9 水温ヲ塩分および餌料プラング

トンの種および分布是が煩問、しているためヲ毎月 1回の

調査に当っては9 どちらか一方の調査だけ

った。そのため p 本報では同一地点としてとり扱った。

玄た，gtgß~:~ の 12~1 月には 12 ， 15フ16骨 [7，お

よび 27地点などの産卵群が英司Iし7、二地点も調査地点と

して加えた。なお 1974年4月には毎年みられる現象

であるがp 海水中の懸渇物が!亙京Ij~相に大量に什ミーし?標

本採集が少なかったため3 補足的に 1975年4刀に定置

網でiJ旬、獲された標本を一部用いた。

2は噴火湾周辺海域におけるスケトクダラの潟、場学的研究-V (Ecological Studies on the Alasl叩 pollackin 
the Adjacent Waters of the Funka Bay， Hokkaido-V) 

*2北海道大学水産学部 (Facultyof Fisheries， Hokkaido University， Min乳to-3，Hakodate 041). 
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Fig. 1. Sampling stations in the adjacent waters of the Funka Bay fτom 
February 1974 to February 1975. 

50' 40' 30' 20' 

by the bottom Table 1周 Sexratio and CPUE of numbers per tan of the Alaska pollack 

gill回netin the adjacent waters of the Funka Bay 

12， 16 
80-86 

13，15， 17，27 
64-91 

St. 5 
100 

St. 4 
200 

St. 3， 8t. 3' 
300-350 

S1. 2 
400 

Position 
Depth (m) 

CP1JE%of 
female 

CPIJE%of 
female 

CPLIE FUof 
feロlale

CP1JE FU of 
female 

CPUE PZof 
female 

CPUE FUof 
female 

Date 

33.9 77.2 

42.3 

56.0 

65.0 

50.0 
80.0 

34.3 

15.9 

O 
6.5 

O 

0 

0 

44.0 

1.0 

0.2 

55.6 

1.2 

86.8 

72.0 

72.0 

72.3 

74.4 

71. 3 

33.3 

35.5 

78.0 

58.3 

6.8 

O 
O 
4.3 

0.2 

160.9 

226.4 

30.6 

5.4 

43.6 

8.0 

4.8 

83.1 

76.0 

61.1 

77.2 

64.0 

57.3 

51.0 

65.8 

76.3 

71.9 

66.7 

6.5 

147.3 

0.1 

9.1 

11.7 

8.2 

35.2 

60.6 

51.2 

107.0 

39.1 
9.。

O 

0.2 

0.2 

1974 Feb. 17-18 

Mar. 12-15 
Apr. 23-24 
恥1ay 21-22 

June 25-27 

July 23-24 

Aug. 27-28 

Sept. 26-27 

Nov. 19-20 

Dec. 19-20 

1975 Jan. 21-28 

Feb. 24-25 

41. 7 7.9 66.1 

16.7 

(No.J 
400 

Male 

N: 2398 

Female 

ー~コ一一=ニE三トー=コ一一ー一一←ー

200 

O 

200 

N:3151 
400 

，-一一一一一一一一一一一一斗ー←一 一一一
50 60 F.L(cm) 

Fig. 2. Size composition of the Alaska pollack caught by the bottom gill-net 

from February 1974 to February 1975. 
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Fig. 4. Seasonal variations of the maturation 
stage of th巴 adultAlaska pollack. 
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tJ、上の地点などで得られた標本の体長(尾又長)は月
により?まf心地点によって多少の差が認められたが9

Fig. 2 に示すようにほとんどが成魚で?ほぼ 340~570

mm の範囲にあり 9 モードは雄で 420~450 血n1，雌で

440~460mm に出ている。 これらの標本については生

物測定を行い9 成魚のみの水深地点;別， ~唯雄別に生殖巣

指数(生殖巣重量x102/体重)， 生殖巣熟度(5段階方

式1))，空胃率? j要餌指数(胃内容物重量X102/体重)， 

胃内容物の種とその出現頻度および肝臓指数(肝臓重量

X 102/体重)などを検討して成魚群の生物学的要因を捉

これに基づいてj号、群の生活期区分をした。

生殖巣指数および生殖巣熟度組成 Fig.3は生殖巣指

数の月別変化を示したものであるが，雄は~主に比べて全

般に指数が小さく?月別の変化も震やかである。

雄の指数は3月から急低下L，5月に最低値を示して

いる。その後徐々にと昇して 11月にピークを示した後3

2月にかけて緩やかに下降し始める O 熟度組成は Fig.4

のとおりで 5月に放精を終えた Stage50および放精

後の回復期に当る Stage20が出現し始め， 6月から 9

月までば Stage20が主体となっているが， Stage 30が

6月から出現し， 11月に最も多くなる O また， 11月に

はすでに放精状態にある Stag巴40が産卵場になる St.5

100m線を中心に増加L始めるが， 全体としては

25.0.%'にすぎなし、。しかし， 12~3 月には St. 5を中

心とした吾水深帯で、高い割合を示L，全体でも 80%に

達した。 Stage50は 12月に 0.5%の低率で出現し始

めるが， 1~2 月でも 5~6% と少ない。 しかし， 1975 

年4月に定置網で漁獲された標本はすべて Stag50で，

Fig. 4の5月でも Stage40は認められなかった。

一方，雌の生殖巣指数は 2~3 月に高い{直を示してい

るが 4月に Sp巴nt魚の Stage50の増加につれて指

果:iI士
'1'口

♂ 
/~， 

10 11 12 てコ
U 6 7 8 

1974 

5 ヰ3 2 
。

の

j//iH¥ 
J3宣¥干

:一八 M円fJ/ ヘ人j
¥/享瓦〆/

O 15こゴブ¥
会長会長￡合会名，~~ ，+~唱 'i5

Monlh 

Fig. 3. Seasonal variations of mean gonad 
index (gonad weight x 102jbody weight) of 
the Alaska pollack. 

数も意、低下し3 雄の場合と同様 5月を底として徐々に

回復に向かい3 卵黄形成期の Stage30が増加する 9月

から 11月にかけて急上昇L，透明卵をもっ Stage40 

が増加する 12月にピークに達する。その後産卵の進行

によって Stage50が増加し9 指数も急激に低下し始め

(GJ，) 

15 

10 

る。

宝胃率および喪餌指数 Fig.5は雌雄別の空胃率を

示したものであるが，雄は雌に比べて空胃率が高し、。こ

れを月別にみると 9月から翌年3月にかけて高率を示

し3 特に 12~3 月に高い。これに対してフ 5~8 月は例

外的な 6月を除いて低い。 6月の空胃E容が高い原因につ

いては Fig.6の胃内容物から明らかなようにp主餌料の

端脚類およびオキアミ類が，前報4)で、述べたように分布

円
/
戸
市

5 
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Fig. 5. Percent且geof empty stomachs of the 

Alaska pollack. 
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Fig. 7. Seasonal variations 01' 1τ1ean 1'eeding 

index (stomach contents weight x 102/ 
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isms in stomach contents 01' the Alaska 
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lFig. 8. Seasoロalvariations of m号anliver index 
(liver weight x 102fbody of the 

Alask乳 pollack.

: Fi.sh 17J:o一四岡山mr:;'
盤覇璽 : 山山 p心 ack 医函 :ソ戸九山口吋吋叩m川叫口吋出h山i

箆誼 : 川 P句叩仇山P戸刊川C江吋仁cls 阪籾 山…1吋d乙

ただしp ここで扱った標本が約 1

たslJリ網で、漁獲さhたものであξpため?

までの胃内容物の消化の進行?

餌量の差異などが考えられる。した7γって?

必ずしもその日の摂問状態を正:1出二反映していると

らない。 そこで3 宗餌月の確認のたゐァ餌によるエ不

ピD

る日干自民設につし、て二号、ょう O

Fig" 8はi円iit別の月1Jlj変化を示したら υつ

であるがp 空白!卒や餌指数の結果を&rt¥として雄より

の指数が高い。その変化は雌推ともに極めて類{以してお

り 2月以降急低下し， 4月に最低艇を示した後 5弓

から急回復して 7月にピ{クに達する。その後 9月ま

では高水準を維持しているが 11月から徐々に低下L，

12月から急減している。

一日

/レキー

量が少ない月であったことのほかに?

を捕食していた大型アブラツノザメ

(LxNN立)が大量に漁獲されており，これらがスケトウダ

ラの摂餌行訪に影響を与えたものと考えられる。特にs

アブラツノザメの分布がみられなかった 1973年 6月お

よび日75年6月の場合は空胃窓が 13. 9.0%と低

く9 摂餌指数も1.8および0.6とともに 1974年 6月に

比ぺてj畏餌活動が盛んであったことからも推察される。

一方 Ilt~雄別の民餌指数は Fig. 7のとおりでp

~t~に比べて概して低し、。月別変化は雌雄とも 3~9 月に

高い指数を示しているがヲ 12~3 月に空胃率が高いこと

を考慮すると 9 摂餌量;が多い時期は 7c~8 月を中心とし

た 5~9 月であろうと推定される。

スケトウ夕、、ラ成魚、

I2canthias 
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考察

以上述べた魚群の生物学的要因と漁獲から推定される

魚群密度の結果に基づいて?スケトウダラの生活年周期

について考察してみよう O

産卵期生殖巣指数および生殖巣熟度組成からする

と 9 産卵期は 11~3 月と推定されるが， Table 1に示

すように?産卵群が 100m付近の産卵場に集中するの

は水温の冷却期的に当たる 12~2 月で， 11 月は漁獲が

少なくか、探反応も希薄であったことからp 実際産卵に参

加している魚群量は少ないであろうと推定される。これ

は 1973年 11月の生殖巣指数および熟度組成2)からみ

ても， 1975年 11月調査の反当尾数が 4.4尾と少なく.

NORPACネットの表層曳によるスケトウダラ卵が長も多

L 、地点 (Fig.1の 16地点)で 1m2当たり 2侶と同漁

期の 1~2 月 5) に比べて極めて少ないことからも理解さ

れよう。また 3月は底刺網による漁獲が少なく?魚探

反応もマパラで魚群密度が低いが，卵の分布量;は多い。

しかし?卵の発育Stageは発生初期の桑実期までのもの

も多いがp 産卵?去の時間経過を示すStageの進んだ原口

閉鎖から牌化期までのものが主体であった。 したがっ

て 3 月は 12~2 月に比べて産卵群は少なし、ヵ勺産卵期

と考えてよいであろう O

この海域の産卵期は北水研資料ベ伊藤外7)著者ら

の 1973年 11月から 1974年 8月の調査2)などから，

ほぼ 1~2 月を中心とした 1~3 月と考えられていた。

しかし，林らのは 1963年 10月から 1964年 8月に詞

査した結果から 12月中旬から 3月下旬に産卵活動をし

ていることを述べており，本報の詞査Jm聞の 12月中旬
の産卵群が Fig.9に示すように， 13~27 地点に回遊し

ており， NORPACネットの水平曳によって採集された表

層卵は最高 1m3当たり 52個と少ないが3 海底から表

層までの鉛直曳では産卵盛期を示す 1m2当たり 2000個

を超える地点もみられている。 まずこ， 1977年以降の産

卵が毎年 12月中旬に最盛期に入っている。したがって，

産卵期は年によって変動するが， 1974年2月から 1975

年2月に至る期間では水温の冷却期3)に当る 12月から

3月で，最盛期は 12月中旬から2月下旬と推定される。

索餌期 空胃率，胃内容物組成9 摂餌指数などの結果

によると，ベーリング海東部のような冬期間の冷却期に

おける空胃個体の高率?摂餌指数の低下とし、う極端な越

冬現象0)は認められない。これは水温の冷却が北洋海域

ほどきびLくないことと勺餌料生物の現存量が年間を

通して水探 200~350m 付近に多いためで、あり刊月別

変化は大きいが年間を通して畏餌している O しかL，摂

餌指数は産卵期の 12~3 月には{尽く， 7~8 月を中心と

した 5~9 月に水深 200~350m付近でオキアミ類?端

脚類p スケトウダラ幼魚などを摂餌して高い指数、を示し

ている (Fig. 6) 0 また，肝臓指数も 5月に急上昇して

9月まで高水準を維持し9 その後 11月から低下してい

る。本調査期間では 10月の標本はないが 1972年9月

末および 1976年 10月上旬の資料では空胃率の上昇が

みられるものの3 摂餌指数は浅海域から沖合に移動した

スケトウダラ幼魚、を捕食して高く 11月の空胃亭の君、

O 

iOO 

Fig. 9. Distribution of temperature and salinity in a vertical sむction，the cがtchper tan and 

sex ratio of the Alaska pollack caught by the bottom gill net， and l1umber of the Alaska 

pollack egg per square meter obt旦ined¥vith a ト!ORPACn昏thaul from t11e sea bottom to 
surface 011 Dec己mber16-20， 1974. 
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七時，如、指数の念、低下に比べて活発に摂餌活動をして

いるものと推察される。 Lたがってp 索餌主JJは 7~8 月

を中心とした 5~， lO 月と推?とされる。

移行期 この海域における魚群の生活期は前述のよう

に3 海況;})ょや餌ギiプランクトンの分オ]4)からみて越冬現

象は考えられないL，魚群の生物学的要因にも現われて

いない。したがって9 林]めが指摘しているように9 産卵

期と来餌却に大別される。しかし，産卵末期の 3月下旬

から索餌j誌に至る 4月末までと，索餌期末期から産卵初

期に京る 11月は生殖巣熟度組成，空胃率および摂餌指

られるように?産卵態勢に入る群，産卵中のも

のJ 11主を終えたもの，摂餌している群などが混在して

おり?魚群の分布回避を含めた生態国で大きな変化がみ

られる時期でもある。し7こがって7 著者らは3月末から

4月末生産卵期から索餌期への移行期， 10月7れから 11

月末な索餌i明から産卵期への移行期と区分Lた。

要 約

1974年2月から 1975年2月に至る期間に毎月 1l到底

刺洞を用いてスケトウダラを持、護L，生物学的測?とをし
た。それらのうち，成魚について生殖巣指数p 生殖巣熟

度組ntt，空胃率p 摂餌指数3 官!司容物および肝臓指数を
検討し魚群の分布密度ヤスケトウダラ卵の分布密度を

含めて成魚群の生活期を考察した。

1. 産卵期は 12 月から 2 月を中心とした 12~3 月で

ある O

2. 宗期は 7)]から 8月三ぐ中
c， 
f~) 0 

3. 産卵期と崇餌期9 索餌期と産卵期の間には分一前回

遊を含めた生態的に異なった魚詳が混在している。した

がって 3月末カミら 4月末を産卵Jl伽￥ら索餌期への務行

期， 10月末から 11月末を索鯖期から産卵期への移行期

と区合した。
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